
監修 仁保達夫
にほ・たつお
大船耳鼻咽喉科クリニック院長
札幌医科大学医学部卒業。横浜市の大学病院とその
関連病院などでの20年間の経験を地域医療に生かす
ために、2020年2月クリニックを開業。幅広い世代の患
者さんが気軽に相談できるクリニックを志し、日々診療
を行っている。資格は日本耳鼻咽喉科学会認定耳鼻咽
喉科専門医・指導医など。

教えて
ドクター！

体
の
外
に
音
源
が
な
い
の
に
、
音

を
感
じ
る
の
が
耳
鳴
り
で
す
。
65
歳

以
上
の
約
30
％
に
耳
鳴
り
が
あ
り
、

患
者
数
は
潜
在
的
に
3
0
0
万
人
を

超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

耳
鳴
り
の
多
く
は
「
難
聴
」
に
と

も
な
っ
て
現
れ
ま
す
。
音
を
伝
え
る

し
く
み
（
左
図
参
照
）
に
異
常
が
起

こ
り
、
音
が
聞
こ
え
に
く
く
な
る
の

が
難
聴
で
す
。
難
聴
に
よ
り
音
が
不

足
す
る
と
、
脳
の
音
を
認
識
す
る
部

分
が
興
奮
し
ま
す
。
こ
の
反
応
が
影

響
し
、
本
来
は
音
と
し
て
認
識
し
な

い
音
を
認
識
し
て
し
ま
う
の
が
耳
鳴

り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

耳
鳴
り
の
原
因
の
多
く
は
加
齢
性

難
聴
で
す
が
、
耳
の
病
気
が
原
因
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▲

加
齢
性
難
聴
：
蝸
牛
の
有
毛
細
胞

が
加
齢
に
と
も
な
っ
て
減
っ
て
い
く

こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

▲

中
耳
炎
：
中
耳
が
細
菌
な
ど
に
感

染
し
て
炎
症
が
起
こ
る
病
気
。
慢
性

化
す
る
と
難
聴
に
な
る
こ
と
も
。

▲

メ
ニ
エ
ー
ル
病
：
め
ま
い
が
起
こ

る
代
表
的
な
病
気
で
す
が
、
耳
鳴
り

を
と
も
な
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▲

突
発
性
難
聴
：
蝸
牛
の
有
毛
細
胞

が
何
ら
か
の
原
因
で
障
害
さ
れ
て
起

こ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

耳
鳴
り
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
診

察
や
検
査
に
よ
っ
て
診
断
し
ま
す
。

▲

問
診

耳
鳴
り
が
い
つ
か
ら
始
ま
り
、
ど

の
よ
う
な
場
面
で
、
ど
の
よ
う
な
音

が
聞
こ
え
る
か
な
ど
を
質
問
し
ま
す
。

ま
た
、「
耳
鳴
り
の
日
常
生
活
に

与
え
る
苦
痛
度
に
関
す
る
質
問
票

（
Ｔ
Ｈ
Ｉ
）」を
使
っ
て
耳
鳴
り
に
よ

る
負
担
を
調
べ
ま
す
。「
集
中
す
る
の

が
む
ず
か
し
い
」な
ど
25
項
目
の
質

問
が
あ
り
ま
す
。

▲

耳
の
診
察

耳
の
内
部
を
観
察
し
て
、
耳
の
病

気
が
な
い
か
を
調
べ
ま
す
。

▲

聴
力
検
査

ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
つ
け
て
、
音
が
聞

こ
え
た
ら
手
元
の
ボ
タ
ン
を
押
し
、

聞
こ
え
な
い
音
の
高
さ
を
調
べ
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
、
耳
鳴
り
を
客

観
的
に
評
価
す
る
検
査
も
行
い
ま
す
。

⃝
ピ
ッ
チ
・
マ
ッ
チ
検
査
：
低
い
音

か
ら
高
い
音
ま
で
聞
い
て
も
ら
い
、

耳
鳴
り
の
音
の
高
さ
を
調
べ
ま
す
。

加
齢
性
難
聴
で
は
高
い
音
、
メ
ニ

エ
ー
ル
病
で
は
低
い
音
の
耳
鳴
り
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

⃝
ラ
ウ
ド
ネ
ス
・
バ
ラ
ン
ス
検
査
：

音
量
を
少
し
ず
つ
大
き
く
し
て
、
耳

鳴
り
の
音
の
大
き
さ
を
調
べ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
脳
の
血
管
の
異
常
に

よ
っ
て
起
こ
る
耳
鳴
り
が
疑
わ
れ
る

場
合
は
、Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画

像
検
査
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

耳
鳴
り
に
は
、
次
の
よ
う
な
治
療

法
が
あ
り
ま
す
。

▲

教
育
的
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

耳
鳴
り
は
気
に
す
る
ほ
ど
強
く
感

じ
ら
れ
、
不
安
や
睡
眠
障
害
な
ど
が

起
こ
る
と
さ
ら
に
悪
化
し
ま
す
。
こ

の
悪
循
環
を
断
つ
方
法
が
教
育
的
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
す
。
耳
鳴
り
が
な

ぜ
起
こ
る
か
な
ど
を
説
明
し
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
の
不

安
が
解
消
さ
れ
、
耳
鳴
り
が
気
に
な

ら
な
く
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

▲

薬
物
療
法

メ
ニ
エ
ー
ル
病
な
ど
の
耳
鳴
り
の

原
因
と
な
っ
て
い
る
病
気
に
対
し
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
薬
を
用
い
ま

す
。
耳
鳴
り
に
よ
っ
て
起
こ
る
う
つ

状
態
、
不
安
、
睡
眠
障
害
な
ど
に
対

し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
薬
を

用
い
て
症
状
を
緩
和
し
ま
す
。

▲

音
響
療
法

難
聴
に
よ
る
耳
鳴
り
の
場
合
は
、

聴
力
を
補
う
た
め
に
補
聴
器
を
使
い

ま
す
。
難
聴
を
と
も
な
わ
な
い
場
合

は
、
耳
鳴
り
の
８
～
９
割
の
音
量
を

流
せ
る
補
聴
器
を
装
着
し
て
、
耳
鳴

り
に
順
応
さ
せ
ま
す
。

補
聴
器
は
適
正
な
利
用
が
重
要
な

た
め
、
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
が
認

定
す
る
「
補
聴
器
相
談
医
」に
相
談

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
（
学

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
）。

難
聴
に
よ
り
音
が
不
足
す
る
こ
と
に

脳
が
反
応
し
て
起
こ
り
ま
す

問
診
や
耳
鳴
り
を
客
観
的
に

評
価
す
る
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す

耳
鳴
り
へ
の
理
解
を
深
め
る
方
法
や

補
聴
器
を
使
う
方
法
な
ど
が
有
効

まず原因を突き止めよう

耳鳴り
ジージーとセミが鳴いているような音、キーンという金属音、
ブーン、ゴー、ザーといった低音などが聞こえる耳鳴り。

日本人全体の10～15％が、この不快な耳鳴りに悩んでいると考えられています。
耳鳴りはうつ病や睡眠障害、不安障害を引き起こすことがあるため、注意が必要です。

音を伝えるしくみ

外耳 中耳 内耳

鼓膜

耳小骨
三半規管

聴神経

音

　外部から入ってきた音は、鼓膜から耳小骨を介して蝸牛
に伝わります。次に蝸牛の中の有毛細胞（感覚毛）が音の
振動を電気信号に変換し、聴神経から脳に送ります。この
ようなしくみによって、音を聞くことができるのです。

蝸牛
（内壁に音の振動をとらえる
有毛細胞が並んでいる）

電
気
信
号
が
脳
に
伝
わ
る

注意が必要な耳鳴り

　耳鳴りがあっても日常生活を送るう
えで困らなければ、必ずしも受診する
必要はありません。
　しかし、耳鳴りが片耳だけに起きて
いる場合は注意が必要です。
　その場合は、突発性難聴、メニエー
ル病、聴神経腫瘍などが疑われるた
め、早めに受診することが大切です。
　聴神経腫瘍は脳腫瘍の１つで良性
ですが、進行すると顔面神経麻痺やし
びれ、めまい、歩行障害、嚥下障害な
どを生じることがあります。中年以降
に発生しやすくなりますので、気をつけ
ましょう。

好きな音を流す
　静かな環境にいると、耳鳴りを強く
感じやすくなります。そこで、好きな音
楽やリラックスできる音（川のせせらぎや波の音
など）を適度な音量で流すことをおすすめします。
その際、ヘッドホンやイヤホンを使用すると耳に
負担がかかり、難聴が悪化するおそれがあるた
め、使用は控えたほうがいいでしょう。

ストレスをためない
　耳鳴りの発症には、ストレスが関係してい
るといわれています。避けられるストレスは
避ける、上手に発散する方法を身につける
など工夫しましょう。運動習慣も有効です。

十分な睡眠をとる
　睡眠が十分にとれていないと、
耳鳴りが悪化することがわかって
います。規則正しい生活を心が
け、質のよい睡眠をとりましょう。

Q1 耳鳴りはなぜ起こるのですか？

Q2 耳鳴りはどのようにして診断しますか？

Q3 耳鳴りの治療法を教えてください。
A

A

A

知っておきたい
健康相談室

耳鳴りを軽減する工夫
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